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５
月
25
日
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
に

於
い
て
、「
連
帯
・
協
同
で
　

安
心
・

共
生
の
福
祉
社
会
を
つ
く
ろ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
56
回
定
期

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
冒
頭
、
西
村
副
会
長
の

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
議
長
に
京

都
総
評
・
吉
岡
　
勝
事
務
局
次
長

を
選
出
、
来
賓
に
は
、
京
都
府
よ

り
但
馬
　
幸
伸
商
工
労
働
観
光
部

理
事
、
京
都
市
よ
り
石
田
　
信
幸

文
化
市
民
局
共
同
参
画
社
会
推
進

部
勤
労
福
祉
青
少
年
担
当
部
長
に

ご
臨
席
頂
き
、
知
事
・
市
長
の
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
細
田
一
三

会
長
よ
り
、「
昨
年
、
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
以

降
、
私
た
ち
は
被
災
地
の
救
援
・

復
旧
さ
ら
に
は
復

興
・
再
生
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め

て
来
た
。
今
日
ま

で
の
構
成
組
織
の

取
り
組
み
に
敬
意

を
表
す
る
。
被
災

地
で
は
、
復
興
へ

の
取
り
組
み
と
し

て
、
被
災
者
支
援
・

災
害
廃
棄
物
の
処

理
・
復
興
ま
ち
づ

く
り
住
ま
い
づ
く

り
・
商
工
業
、
農

林
水
産
業
な
ど
の

再
生
を
柱
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い

る
が
、
ガ
レ
キ
の
処
理
に
つ
い
て

は
大
変
遅
れ
、
被
災
地
だ
け
で
は

処
理
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
原
発
事
故
を
発
端
に
、
関
西

で
は
15
パ
ー
セ
ン
ト
節
電
と
い
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、
数
多

く
の
難
題
が
私
達
に
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
解
決
し
て

行
く
に
は
、
様
々
な
考
え
方
、
意

見
が
あ
る
が
私
達
は
先
ず
出
来
る

こ
と
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
協
力
態

勢
を
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
２
０
１
２
年
度
の
政
策
・

制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

労
福
協
の
重
点
活
動
と
す
る
連
帯

経
済
を
促
進
す
る
共
同
組
合
の
支

援
・
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支

援
と
復
興
、
再
生
、
災
害
対
策
な

ど
五
つ
の
項
目
に
つ
い
て
全
力
で

取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
。
ま
た
、

私
た
ち
労
福
協
も
社
会
不
安
を
少

し
で
も
取
り
除
く
た
め
に
、
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

職
場
・
地
域
・
家
庭
・
に
存
在
す

る
諸
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
議
案
審
議
に
入
り
、

２
０
１
１
年
度
活
動
・
会
計
・
会

計
監
査
報
告
を
満
場
一
致
で
承
認

の
後
、２
０
１
２
年
度
活
動
方
針
・

予
算
案
・
役
員
改
選
・
ス
ロ
ー
ガ

ン
採
択
が
提
案
さ
れ
決
定
し
ま
し

た
。

　
新
役
員
体
制
は
次
の
通
り
で
す
。
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告
、
２
０
１
２
年
度
方
針（
案
）、
予

算（
案
）
全
て
の
議
事
、
異
議
な
く

承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
西

田
副
会
長
よ
り
退
任
の
挨
拶
を
頂
き
、

無
事
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
第
33
回
伏
見
地
区

労
福
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
。

総
勢
32
名（
９
会
員
２
事
業
団
体
）が

参
加
さ
れ
、
結
果
、
京
都
西
Ｍ
Ｋ
労

組
が
昨
年
に
引
き
続
き
団
体
優
勝
、

ま
た
個
人
優
勝
も
獲
得
し
ま
し
た
。

例
年
以
上
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
大
会
で

激
戦
と
な
り
、
大
会
試
合
後
の
表
彰

式
を
兼
ね
た
懇
親
会
も
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
丹
　
後

６
月
８
日（
金
）、
京
丹
後
市
峰
山

町
の
峰
山
地
域
公
民
館
に
於
い
て
、

来
賓
に
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
・

中
村
農
林
商
工
部
長
、
宮
津
地
区
労

福
協
・
泉
会
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

第
12
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
で
は
、
２
０
１
１
年
度
活
動

報
告
お
よ
び
会
計
な
ら
び
に
会
計
監

査
報
告
、
２
０
１
２
年
度
活
動
方
針

案
お
よ
び
予
算
案
、
２
０
１
２
年
度

役
員
改
選
の
す
べ
て
の
議
案
が
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
度
は
、
前
年
度
に
引

き
続
き
、
宮
津
地
区
労
福
協
と
連
携

し
、
例
年
通
り
の
自
治
体
要
請
行
動

や
健
康
福
祉
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
健

康
フ
ェ
ス
タ
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
新
会
長
に
小
谷
和
広
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
南

第
22
回
南
地
区
労
福
協
定
期
総
会

を
６
月
８
日（
金
）18
時
15
分
か
ら
ジ

ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ
労
働
組
合
会
議
室

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
角
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、

来
賓
の
京
都
労
福
協
西
村
副
会
長
か

ら
祝
辞
を
賜
り
、総
会
成
立
要
件（
招

集
代
議
員
26
名
中
、
出
席
22
名
、
委

任
４
）
を
確
認
し
議
事
に
入
り
ま
し

た
。議

事
で
は
、
２
０
１
１
年
度
活
動

報
告
・
決
算
報
告
及
び
、
２
０
１
２

年
度
運
動
方
針
・
予
算（
案
）、
役
員

改
選（
案
）を
青
山
事
務
局
長
か
ら
提

案
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
京
都

労
福
協
同
様
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
・

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
議
長
が
提

案
し
握
手
で
確

認
さ
れ
総
会
を

終
え
ま
し
た
。

　
宮
　
津

去
る
６
月
15
日（
金
）労
福
協
第
41

回
定
期
総
会
を
み
や
づ
歴
史
の
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
京
都
労
福

協
・
村
岡
事
務
局
長
、
全
労
済
・
掛

橋
北
部
支
所
長
、
丹
後
地
区
労
福

協
・
近
江
副
会
長
に
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

泉
会
長
は
、「
２
０
１
１
年
に
労
福

協
結
成
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
成
果
を

踏
ま
え
、
さ

ら
に
労
福
協

の
活
動
を
前

進
さ
せ
て
い

こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。

経
過
報
告

で
は
、
健
康

フ
ェ
ス
タ
な

ど
丹
後
労
福

協
と
の
共
催
事
業
を
実
施
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
今
後
と
も
宮
津
と
丹

後
の
共
同
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

運
動
方
針
の
提
案
で
は
、
引
き
続

き
京
都
府
・
地
元
自
治
体
に
対
し
て
、

政
策
制
度
課
題
の
要
請
行
動
を
行
う

こ
と
及
び
情
報
交
換
な
ど
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
、
医
療
・
介
護
・
教
育
・

福
祉
な
ど
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

充
実
、
中
小
企
業
・
未
組
織
勤
労
者

の
福
祉
制
度
改
善
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
会
員
研
修

会
を
通
じ
た
親
睦
と
組
織
の
強
化
を

図
る
こ
と
、
労
金
活
動
・
全
労
済
活

動
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
提
起
さ

れ
、
出
席
者
の
承
認
を
得
て
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
南
山
城

２
０
１
２
年
７
月
１
日
〜
７
月
２

日
に
、
和
歌
山
県
新
宮
市
の
近
畿
ろ

う
き
ん
新
宮
支
店
会
議
室
に
お
い
て
、

定
期
総
会
な
ら
び
に
福
祉
研
修
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

「
福
祉
は
ひ
と
つ
」
を
合
言
葉
に
更

な
る
活
動
を
推
し
進
め
て
い
く
活
動

方
針
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
名
実

共
に
２
０
１
２
年
度
の
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

福
祉
研
修
会
で
は
、
新
宮
東
牟
婁

地
域
労
福
協
の
協
力
を
得
て
、
昨
年

９
月
の
台
風
12
号
の
被
災
地
で
あ
る

那
智
勝
浦
町
職
員
組
合
の
同
町
防
災

担
当
の
向
山
貴
治
さ
ん
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、「
水
害
と
復
興
の
現

状
報
告
」
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
当

事
の
写
真
や
地
図
を
映
し
出
し
大
変

わ
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
会
に
は
那
智
勝
浦
町
職
員

組
合
の
役
員
の
方
も
参
加
さ
れ
て
活

発
な
質
疑
が
繰
り
返
さ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
「
今
回
の
研
修
会
は
良
か
っ

た
」
と
の
声
が
あ
が
る
ほ
ど
充
実
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
口
　
丹

５
月
29
日（
火
）ガ
レ
リ
ア
か
め
お

か
に
於
い
て
、
口
丹
地
区
労
福
協
第

18
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
谷
口
副
会
長（
亀
教
組
）の

司
会
で
、
議
長
に
近
藤
代
議
員（
京

阪
京
バ
ス
労
組
）
を
選
出
し
て
開
催

さ
れ
、
口
丹
地
区
労
福
協
・
俣
野
会

長（
京
阪
京
バ
ス
労
組
）が
主
催
者
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。
議
案
は
、
①
規

約
改
正（
会
計
年
度
の
変
更
）、
②

２
０
１
０
・
２
０
１
１
年
度
活
動
報

告
、
③
２
０
１
０
・
２
０
１
１
年
度

会
計
報
告
・
会
計
監
査
報
告
、
④

２
０
１
２
年
度
活
動
方
針（
案
）、
⑤

２
０
１
２
年
度
予
算（
案
）の
議
案
が

提
案
さ
れ
、
全
議
案
と
も
に
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
二
部
と
し
て
、
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ（
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）自
主

福
祉
の
集
い
、
研
修
会
と
し
て
近
畿

労
金
亀
岡
支
店
・
湯
浅
主
任
か
ら
、

ろ
う
き
ん
運
動
の
発
展
に
向
け
て
今
、

「
労
働
金
庫
」
が
熱
い
を
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
舞
　
鶴

日
時
　
平
成
24
年
６
月
８
日
（
金
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
よ
り

会
場
　
舞
鶴
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
別
館
大
ホ
ー
ル

出
席
数
、
実
出
席
26
名
、
委
任
状

39
名
、
合
計
65
名
で
総
会
成
立
宣
言

を
報
告
し
た
。

ご
来
賓
と
し
て
京
都
府
中
丹
広
域

振
興
局
小
中
農
林
商
工
部
長
、
多
々

見
舞
鶴
市
長
、
京
都
労
福
協
を
代
表

し
村
岡
事
務
局
長
に
、
ご
出
席
い
た

だ
き
、
ご
挨

拶
を
い
た
だ

い
た
。

議
事
で
は
、

第
1
号
議
案

か
ら
、
第
4

号
議
案
ま
で

議
案
書
に
沿

っ
て
報
告
・

提
案
後
、
質

疑
応
答
に
入

り
承
認
を
得
た
。

総
会
後
、
村
岡
事
務
局
長
、
役
職

員
で
懇
親
会
を
開
催
し
、
平
成
24
年

度
の
活
動
方
針
を
確
認
し
た
。

　
乙
　
訓

６
月
21
日
、
ろ
う
き
ん
長
岡
支
店

会
議
室
に
お
い
て
第
37
回
定
期
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
の
開
催
に
当
た
り
、
今
総
会

を
も
っ
て
退
任
す
る
井
上
会
長
か
ら

「
ろ
う
き
ん
の
取
組
み
で
あ
る
き
ず

な
と
合
わ
せ
て
福
祉
基
金
を
創
り
乙

訓
労
福
協
が
取
組
ん
で
き
た
地
域
の

福
祉
活
動
は
、
福
祉
は
ひ
と
つ
の
言

葉
通
り
本
当
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

あ
る
。
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
の

挨
拶
を
受
け
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

京
都
労
福
協
の
村
岡
事
務
局
長
を
初

め
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
も
激
励
の

挨
拶
を
受
け
、
議
案
の
提
案
、
質
疑

へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

全
議
案
と
も
に
満
場
一
致
に
て
承

認
い
た
だ
き
、
最
後
に
２
０
１
２
年

度
新
役
員
を
代
表
し
森
田
新
会
長
か

ら
「
13
名
の
役
員
で
乙
訓
地
域
の
労

働
者
の
福
祉
向
上
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
く
」
と
の
決
意
を
新
た
に
し
た

挨
拶
を
受
け
第
37
回
定
期
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

今
回
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
井
上
前

会
長
、
大
西
前
事
務
局
長
、
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。
乙
訓
労
福
協
の

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

綾
　
部

５
月
21
日（
月
）綾
部
市
Ｉ
Ｔ
ビ
ル

に
於
い
て
来
賓
に
京
都
府
中
丹
広
域

振
興
局
商
工
観
光
室
　
水
嶋
式
行
室

長
、
連
合
綾
部
　
上
田
孝
司
議
長
、

綾
部
地
労
協
　
安
富
政
治
議
長
、
京

都
労
福
協
　
稲
葉
事
務
局
長
を
向
か

え
、
第
32
回
定
期
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

議
案
で
は
、
昨
年
度
の
活
動
で

「
東
日
本
大
震
災
」義
援
金
の
取
組
み
、

結
成
40
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演

の
実
施
が
報
告
さ
れ
、今
年
度
は「
連

帯
・
共
同
で
安
心
・
共
生
の
福
祉
社

会
を
作
ろ
う
」
を
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
諸
活
動
の
取
組
み
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選

で
谷
口
会
長

に
代
わ
り
村

上
丈
司
新
会

長
を
選
出
し
、

２
０
１
２
年

度
新
体
制
で

の
取
組
み
を

確
認
い
た
し

ま
し
た
。

　
福
知
山

福
知
山
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

の
第
９
回
定
期
総
会
を
、
６
月
20
日

京
都
府
立
中
丹
労
働
者
福
祉
会
館
に

て
、18
時
30
分
よ
り
開
催
致
し
ま
し

た
。佐

藤
会
長
の
挨
拶
を
は
じ
め
、
来

賓
の
方
々
に
挨
拶
を
頂
い
た
あ
と
、

は
じ
め
に
２
０
１
１
年
度
の
一
般
活

動
報
告
で
は
、
役
員
会
や
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
内
容
を
行

い
、
会
計
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
で
は
、
２
０
１
２
年
度
活
動

方
針
案
、
地
区
協
議
会
規
則
の
改
定

案
、
予
算
案
、
役
員
の
改
選
案
を
そ

れ
ぞ
れ
採
決
致
し
ま
し
た
。

規
則
改
定
で
は
、
各
団
体
の
役
員

任
期
の
時
期
が
様
々
な
中
、
や
む
を

得
な
い
年
度
内
の
役
員
交
代
に
際
し
、

ス
ム
ー
ズ
な
役
員
会
運
営
を
図
る
為
、

役
員
の
欠
員
補
選
を
総
会
か
ら
役
員

会
に
改
定
致
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
新
た
に
会
計

に
小
谷
さ
ん
を
迎
え
た
も
の
の
、

２
０
１
１
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
役
員
体

制
を
確
認
し
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
度
も
福
祉
活
動
を
通

じ
て
生
活
の
向
上
と
安
定
、
平
和
で

豊
な
く
ら
し
を
保
障
す
る
社
会
創
り

の
糧
と
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
伏
　
見

過
日
６
月
23
日（
土
）、
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ

ル
山
科
に
於
い
て
、
伏
見
地
区
労
福

協
第
36
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
坪
川
会
長
ご
挨
拶
の
あ

と
、
京
都
労
福
協
の
新
事
務
局
長
の

村
岡
和
也
氏
よ
り
、
ご
来
賓
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。
伏
見
地
区
労
福
協

２
０
１
１
年
度
活
動
報
告
、
会
計
報

告
並
び
に
会
計
監
査
、
事
業
団
体
報

地
区
労
福
協
の
総
会
報
告

各地区の会長（舞鶴のみ理事長）
・事務局長一覧

丹　後
会 長  小谷　和広 
事務局長  吉岡　克彦 

宮　津
会 長  初岡　　忠 
事務局長  藤原　節夫 

全舞鶴
理 事 長  圡本　健市 
事務局長  藤原　達雄 

福知山
会 長  佐藤　　健 
事務局長  三ツ池典文 

綾　部
会 長  村上　丈司 
事務局長  小室　　誠 

口　丹
会 長  俣野　健二 
事務局長  上田　祥生 

乙　訓
会 長  森田　正樹 
事務局長  越智　省己 

南
会 長  角村　国春 
事務局長  青山　　勲 

伏　見
会 長  坪川　隆通 
事務局長  黒田　賢一 

南山城
会 長  辻井　應男 
事務局長  山田　良尚 
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